
施策１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

№ 事業項目 （Do）取り組み内容 （Check）評価 （Action）改善等 担当課

1

１　行政分野における女性の
参画拡大

□審議会等委員への女性の参
画拡大
□女性職員の育成強化による
管理職登用の拡大
□市民意見の募集、聴取など
による行政への参画機会の提
供

【秘書人事課】
　第4次男女共同参画計画に基づき、引
き続き施策・方針決定の場への女性の積
極的な参画を促進するとともに、将来の
キャリアアップやリーダーシップの発揮
を支援するための研修機会を提供し、女
性職員の活躍推進および意思決定過程へ
の参画拡大に寄与した。
（研修目的）
　若手女性職員のキャリア形成と将来設
計を支援するとともに、女性管理職との
交流やネットワーク形成を通じて、キャ
リアアップや管理職への意識醸成を図
る。また、多様な働き方を尊重し、仕事
と家庭の両立を支援する職場環境づくり
を推進する。
受講者　24名

基本目標：市職員管理職の女性の割合の
拡大を目指します（課長補佐以上） 目
標値（令和10年度）：10.0%
令和8年4月1日現在：11.3%

【地域コミュニティ課】
秘書人事課と連携して実施した。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【秘書人事課】
【地域コミュニティ課】
　現在、市職員管理職における
女性割合は目標値の達成に努め
ているが、若手女性職員の意識
醸成をはじめとした中長期的か
つ継続的な取り組みが必要であ
る。今後も継続的な働きかけや
研修によりにより、政策・方針
決定の場といった多様な場へ女
性参画を推進していく。

秘書人事課
地域コミュニティ課

2

２ 政治分野における女性の
参画拡大

□市政懇談会等への女性の積
極的な参加の促進
□ハラスメントなど男女共同
参画の視点に立った勉強会の
実施

【地域コミュニティ課】
地域ミーティングを令和7年10月11日
（土）ウエルネスプラザ及びやまゆり
館、12日（日）千代田コミュニティセ
ンター、25日（土）霞ヶ浦コミュニ
ティセンターにて開催した。3日間で市
民69 名が参加し、内21名が女性で
あった。女性の市政への参画促進を図る
ことができた。
（テーマ：市公共施設再編の進捗状況に
ついて）

【議会事務局（議会総務課）】
議長の提案により、令和８年４月に全議
員を対象としたハラスメント防止研修を
開催することとなったため、講師の選定
及び日程調整を行い、研修実施に向けた
準備を進めた。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【地域コミュニティ課】
市民の方が関心を持つテーマで
開催することができたと思う
が、さらに多くの方に参加して
いただけるよう、周知を徹底す
るとともに、参加しやすいテー
マの企画立案を行う。令和７年
度は、ホームページ、ポスター
チラシの各庁舎等への掲示、広
報誌（２回）にて周知を図っ
た。

【議会事務局（議会総務課）】
今後も積極的に周知チラシの配
布を行うとともに、全議員を対
象としたハラスメント防止研修
の開催に向け、講師の選定及び
日程調整を行い、円滑な実施に
向けた準備を進める。

地域コミュニティ課
議会事務局

3

３ 地域・団体のリーダーや
役員への女性の参画促進

□女性の参画促進に資する講
座や情報提供の実施
□住民主体の地域活動への支
援
□地域産業（農業）における
女性参画の拡大

【地域コミュニティ課】
令和7年度の区長会においては、176名
中4名が女性であった。区長会事業等へ
の参加を通し、地域行事への女性の参画
を図った。まちづくり出前講座では、行
政区や学校、各種団体等に対し、勉強会
等の機会を提供した。
令和7年度実績：10団体11回　計460
名参加

【農林水産課】
本年2月17日に関東農政局茨城県拠点が
主催する茨城県内農業女子交流会へ、市
内の女性農業者へ参加を促し、ブランド
化やSNS活用を学ぶ農業経営講演や、
ライフステージに応じた働き方を話し合
うお悩み相談・意見交換会に1名が受講
するなど、女性の担い手育成を図った。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【地域コミュニティ課】
女性の参画はまだ少ない状況で
ある。女性の参画を促す講座な
どを企画し、支援する。

【農林水産課】
交流会への参加促進にとどまら
ず、市独自の農業施策への参画
も促すなど、継続的かつ総合的
なアプローチで更なる女性農業
者の育成と定着を図る。

地域コミュニティ課
農林水産課

施策２　だれもが働き続けることができる職場環境の整備

№ 事業項目 【議会事務局（議会総務課）】 （Check）評価 （Action）改善等 担当課

かすみがうら市第４次男女共同参画計画に基づく各課進捗状況一覧（令和７年度）

基本目標１ あらゆる分野における男女共同参画の推進



4

１　女性の就業・活躍の支援

□女性の就職支援
□女性起業家への支援
□企業における女性の参画拡
大の促進
□女性の能力の開発・発揮の
ための支援

【商工観光課】
女性の就業機会の創出や経済的自立を支
援するため、創業や新事業展開に取り組
む女性事業者等への支援を実施した。

【地域コミュニティ課】
茨城県ダイバーシティ推進センター「ぽ
らりす」の講座やイベント情報をチラシ
配布やポスター掲示により市民に提供し
た。
男女共同参画講座として「パーソナルカ
ラー講座」を開催した。パーソナルカ
ラーの効果を生かして、自分らしさを表
現することは、自分自信の自信につなが
ります。何らかのチャレンジするきっか
けとなる講座になればと企画。期日：令
和7年11月8日（土）参加者：11名

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【商工観光課】
創業相談や関係機関との連携を
通じて、女性起業家の実践事例
や成功事例の情報発信を強化す
るとともに、多様な視点や経験
を活かした創業・事業展開を支
援する。

【地域コミュニティ課】
引き続き、市民への情報提供に
努める。

商工観光課
地域コミュニティ課

5

2 ワーク・ライフバランス
の意識啓発

□企業への育児・介護休暇制
度や多様な勤務形態の導入な
どの情報提供
□市職員の働き方改革
□多様で柔軟な働き方の実現
についての情報提供

【商工観光課】
女性の就業継続と活躍促進を図るため、
ワーク・ライフ・バランスや働き方改革
に関する情報収集及び情報発信に努め
た。

【秘書人事課】
市特定事業主行動計画に基づき市全職員
に対し、各種休暇の取得促進を目的とし
た情報提供を実施し、ワーク・ライフ・
バランスの意識啓発を行い、休暇取得の
促進を図った。
（育児休暇取得実績）
　令和7年度新規　8名　前年度からの
継続　3名
（休暇の平均取得日数）
　取得実績　13.2日

【地域コミュニティ課】
商工観光課と連携を図りつつ、県等から
の情報に基づき、窓口等でのチラシやポ
スターの掲示により、周知に努めた。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【商工観光課】
育児や介護と仕事の両立支援に
つながる多様で柔軟な働き方の
普及促進に向け、先進事例や支
援制度に関する情報発信を強化
する。

【秘書人事課】
新たに改定した「特定事業主行
動計画」に基づき、引き続き、
職員が仕事と子育て（家庭）と
の両立をしやすい環境を整備す
るとともに、仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）
の推進や男性が子育てを積極的
に行うことが男性の育児休業取
等を推進していく。

【地域コミュニティ課】
引き続き、情報発信に努める。

商工観光課
秘書人事課

地域コミュニティ課

6
３ 職場環境整備のための情
報提供・意識啓発

【商工観光課】
市内事業者の経営基盤の強化及び職場環
境改善を支援するため、商工支援制度等
の紹介や窓口での相談対応を行った。

【秘書人事課】
市特定事業主行動計画に基づき市全職員
に対し、各種休暇の取得促進を目的とし
た情報提供を実施し、ワーク・ライフ・
バランスの意識啓発を行い、休暇取得の
促進を図った。
（育児休暇取得実績）
　令和7年度新規　8名
　前年度からの継続　3名
（休暇の平均取得日数）
　取得実績　13.2日

【地域コミュニティ課】
関係各課と連携を図りつつ、市ホーム
ページ等で情報を発信するとともに、県
等のポスター、チラシにて周知を図っ
た。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【商工観光課】
商工会事業との連携を図ること
で、労働関係法令の遵守や適正
な労務管理に関する相談機会の
充実を図るとともに、事業者へ
の情報提供及び意識啓発を図
る。

【秘書人事課】
新たに改定した「特定事業主行
動計画」に基づき、引き続き、
職員が仕事と子育て（家庭）と
の両立をしやすい環境を整備す
るとともに、仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）
の推進や男性が子育てを積極的
に行う、男性の育児休業取得を
推進していく。

【地域コミュニティ課】
引き続き、関係各課を連携を図
りつつ、情報発信に努める。

商工観光課
秘書人事課

地域コミュニティ課

施策３　男女共同参画における子育て・介護支援体制の充実

№ 事業項目 （Do）取り組み内容 （Check）評価 （Action）改善等 担当課

7

1　子育て支援の充実

□乳幼児期の教育・保育ニー
ズに対する環境整備
□地域子ども・子育て支援事
業の充実（ファミリーサポー
トセンター等）

令和8年4月より、全自治体において、
少なくとも1施設で「こども誰でも通園
制度事業」を実施するよう国から指示が
あったことから、市立わかぐり保育所で
の実施を目指し、法令整備や、システム
操作等調整を進めた。

基本目標：ファミリーサポートセンター
の援助活動件数の増加を目指します。
目標値（令和10年度）：40件
令和7年度：19件

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

令和8年4月から5月にかけて、
認定申請が5件来ている状況で
あり、想定よりニーズがあるこ
とを考えると、もう少し早く周
知がしたかった。今後、HPや広
報誌等で周知していきたい。

子育て支援課



8

２ 安心して子どもを産み育
てるための支援の充実

□子育て支援センターにおけ
る相談体制の充実
□子ども家庭センター（母子
保健機能）（旧：子育て世代
包括支援センター）の充実

【子育て支援課】
地域子育て支援拠点事業について、事業
継続を促した。また、令和8年度からや
まゆり館の子育て支援センターの業務に
ついて、正規職員の保育士が担当するこ
とになるため、これまで以上に専門的な
相談体制の構築を目指し、調整した。

【健康増進課】
妊娠届出の際に全妊婦にアンケートを行
い面談を実施した。180件
（100％）。妊娠8か月頃にアンケート
を送付し希望者とアンケート結果で支援
が必要と判断した方に面談、電話相談、
訪問などを実施した。出産後には助産師
から電話訪問を行い、希望者には早期に
訪問を実施した。乳児全戸訪問159件。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　      　）

【子育て支援課】
3人の保育士が市立保育所から
やまゆり館の子育て支援セン
ターに異動することになった。
今後は、より専門的な相談や、
子どもとの接し方について、保
護者に近い目線から伝えられる
よう努める。

【健康増進課】
面談や訪問を通して子育て情報
を提供し、孤立しない育児支援
に努める。また、乳幼児健診等
を通じ、切れ目のない支援体制
の構築に努める。

子育て支援課
健康増進課

9

３　介護に対する支援の充実

□介護に取り組む家族の悩み
などに対する相談・支援体制
の充実
□介護と仕事の両立のための
サポート体制

【介護長寿課】
介護保険・認知症・成年後見制度・高齢
者虐待等の相談の場を設け、介護に取り
組む家族の負担を軽減し、支援体制の充
実を図る。

【地域コミュニティ課】
関係各課と連携し、介護休暇への理解促
進を図るため、窓口にチラシやポスター
を掲示するなど、市民への周知を図っ
た。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【介護長寿課】
高齢者の介護・医療等の相談窓
口である地域包括支援センター
の利用を促進し、介護者の負担
軽減を図り、月１回実施してい
る認知症カフェを利用を推進
し、介護等に対する理解を深め
るよう努める。

【地域コミュニティ課】
引き続き、介護休暇への理解促
進を図るための周知を行う。

介護長寿課
地域コミュニティ課

施策４　地域・家庭における男女共同参画の推進

№ 事業項目 （Do）取り組み内容 （Check）評価 （Action）改善等 担当課

10

１ 家事・育児・介護等に対
する男性の参画促進

□男女に対する男女共同参画
意識の啓発
□男性の育児休業取得の促進

【地域コミュニティ課】
父と子のクッキング講座（スコーンと
スープ作り）を開催し、家庭生活参画へ
の啓発を図った。
日時：令和7年10月19日（日）
場所：下稲吉コミュニティセンター
参加者：3組（6名）

【秘書人事課】
男性職員の育児参画を推進するため、育
児休業制度等の周知・啓発に合わせ取得
の相談をしやすい環境を進めるともに、
取得しやすい職場環境の整備や円滑な職
場復帰支援に取り組んでいる。男性職員
の育児休業取得率は40％となってお
り、引き続きワーク・ライフ・バランス
の実現に向け、更なる取得促進を図る。
（令和7年度実績）
　育児休暇取得男性職員　5名

基本目標：市男性職員の育児休業取得率
拡大を目指します。
目標値（令和10年度）：25.0%
令和7年度：41.6%（男性育児休業取得
者3名、令和7年度中育児休暇取得可能
職員12名）

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【地域コミュニティ課】
講座の企画を通して、男性の家
庭生活参画への意識啓発に努め
る。

【秘書人事課】
新たに改定した「特定事業主行
動計画」に基づき、引き続き、
職員が仕事と子育て（家庭）と
の両立をしやすい環境を整備す
るとともに、仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）
の推進や男性が子育てを積極的
に行うことが男性の育児休業取
等を推進していく。

地域コミュニティ課
秘書人事課

11

２ 地域活動における男女共
同参画の推進

□地域における活動への支援
と意識啓発
□男女の意識改革の促進

令和7年度区長176名、内4名が女性で
あった。区長会活動や市の事業への参加
を促し、コミュニティ作りに努めた。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

引き続き、女性参画への参加を
促す。

地域コミュニティ課

施策１　あらゆる暴力の根絶
№ 事業項目 （Do）取り組み内容 （Check）評価 （Action）改善等 担当課

基本目標２ 男女共同参画の視点に立った安全・安心な暮らしの実現



12

１ 配偶者等からの暴力の発
生を防ぐ意識づくり

□暴力防止についての広報・
啓発の拡充
□市内中学校・義務教育学校
での出前講座の充実
□幼保小中の保護者を対象と
した啓発活動
□パープルリボン運動の拡充
□各種広報・啓発資料等の配
布・活用

ＤＶ防止の啓発事業として、ＤＶ被害の
相談先に関するポスター及びパンフレッ
トを年間を通して、各庁舎及び各施設に
掲示した。
パープルリボン運動を中央庁舎・やまゆ
り館・霞ヶ浦庁舎の３箇所で実施。
１１月の茨城県男女共同参画推進月間に
合わせ、１１月～１２月にかけて、クリ
スマスツリーにパープルリボンを飾るこ
とで、暴力根絶の啓発を図った。
市民窓口センター：リボン飾り付け５５
個、署名２０名
やまゆり館：リボン飾り付け４８個、署
名２５名
霞ヶ浦庁舎：リボン飾り付け４８個、署
名２６名
中央庁舎「デジタルサイネージ」を使用
して、「女性に対する暴力をなくす運
動」の啓発を行った。また、中央庁舎の
パープルライトアップを実施した。
期間：令和７年１１月１２日～２５日

かすみがうら祭にて、来場者に啓発品
（ポケットティッシュとチラシ）を配
り、活動の周知を図った。
期日：令和７年１１月３日（日）
啓発品：１２０個

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

パープルリボンの目標値（令和
１０年度１，０００人/年）
を達成できるよう、パープルリ
ボン運動の認識が広がるよう、
さらなる啓発に努める。

地域コミュニティ課
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２　相談・支援体制の充実

□専門の相談員による相談・
支援体制の充実（家庭相談員
等）
□配偶者暴力相談支援セン
ターの設置
□こども家庭センターの設置
□市内各保育所（園）・認定
こども園での保育支援相談
□乳幼児健診における相談体
制の充実
□こども家庭センター（母子
保健機能）への専門職の配置

【子育て支援課】
家庭や児童の相談に対し、家庭児童相談
員や保育士、公認心理師、看護師などに
よる専門的な助言や指導を実施し、相談
体制の充実に努めた。
児童相談　　５９件
ＤＶ相談　　　６件
女性相談　　６件
特定妊婦　　４件

市内各保育所等を訪問し、発達相談や健
康に関する個別相談、その他各種相談に
対応した。
保育支援相談　９箇所
実施回数　　　３２回
対象者　　　　１１７名

【健康増進課】
乳幼児健診で子育てに関するアンケート
（合計506件）を行い、育児困難や育児
環境の把握に努め、相談支援を行った。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【子育て支援課】
家庭児童相談は、複雑な家庭内
の問題による困難なケースが多
いため、適切な支援を行うため
には、専門的な知識を持つ職員
による相談体制を強化していく
必要がある。

【健康増進課】
母子保健係に各専門職を配置
し、随時相談、支援できるよう
な体制づくりに努める。

子育て支援課
健康増進課
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３　関係機関との連携強化

□配偶者暴力相談支援セン
ター
□警察、児童相談所等との連
携及び情報の共有化
□要支援・要保護児童の支援
体制の強化

DVや虐待対応として、関係機関と連絡
調整を行い、問題解決に向けて迅速に対
応した。
対応件数　３件

DVや虐待等、要保護児童等の早期発見
や適切な保護を図るため、要保護児童対
策地域協議会を活用し、関係機関との連
携強化を図り、情報共有、役割分担を
行った。
代表者会議　　　　１回
実務者会議　　　　３回
個別支援会議　　１４回

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

ＤＶ、虐待の早期発見につなが
るよう、関係機関と連携、情報
共有し、また、啓発に努める。

子育て支援課

施策２　安全な暮らしへの環境整備

№ 事業項目 （Do）取り組み内容 （Check）評価 （Action）改善等 担当課
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【社会福祉課】
市HPや「市暮らしの便利帳」において
困窮支援対策事業及び相談窓口の情報提
供を実施。

【社会福祉課・社会福祉協議会共通】
生活困窮者自立支援制度に基づき、生活
困窮者に対して自立相談支援・家計改善
支援・就労準備支援等の各種支援事業を
実施した。また、関係機関と連携を図
り、困窮状態に応じた支援に取り組ん
だ。電話相談・連絡延べ991件、訪問・
同行支援延べ512件、面談延べ390
件、他機関との電話照会・協議延べ570
件

【子育て支援課】
令和7年8月に、ハローワークと連携し
た相談窓口を設置し、ひとり親家庭を対
象として、就労に関する情報提供や求職
活動に係る就業支援を行った。

共同親権制度及び養育費相談に関するパ
ンフレットを窓口へ設置し、養育費の確
保及び面会交流に関する制度案内を実施
した。

児童扶養手当現況届提出時において、ひ
とり親家庭を対象とした貸付相談及び資
格取得支援制度に関する案内文書を配布
し、経済的自立及び安定した就業につな
がる各種支援制度の周知を図った。

１ 生活困窮者やひとり親家
庭等への支援の充実

□生活困窮者へのきめ細かい
支援（就労支援者の自立支
援・生活支援）
□困窮者支援に係る情報提供
の強化
□ひとり親家庭等へのきめ細
かい支援（ワンストップ相談
など）
□困難を抱える若年女性への
支援充実
□貧困の連鎖を断ち切るため
の支援強化

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

社会福祉課
子育て支援課

社会福祉協議会

【社会福祉課】【社会福祉協議
会】
引き続き、関係機関とのネット
ワークづくりに努めるととも
に、対象世帯の生活状況に応じ
た支援計画の作成及び必要とす
るサービスの提供により「自立
の促進」に繋げていく。

【子育て支援課】
各種支援制度について、必要と
するひとり親家庭へ確実に情報
が届くよう、対象者の状況に応
じた効果的な周知方法及び案内
内容の充実を図る。
就労支援、養育費相談等につい
て、ハローワークをはじめとす
る関係機関との連携強化を図る
とともに、ひとり親家庭が相談
しやすい環境整備及び相談支援
体制の充実に努める必要があ
る。
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2 高齢者・障害者・外国人
等が安心して暮らせる環境の
整備

□高齢者（高齢女性）への支
援
□障害者への支援
□外国人等への支援
□性的マイノリティへの支援

【社会福祉課】
基幹相談支援センターの設置に向け、専
門職の配置や機能強化、多職種連携のた
めの研修を実施し、必要な体制構築を図
ることができました。（出席者46名）
また、障害者差別解消に向けた施策の一
環として、職員を対象とした手話研修を
秘書人事課と合同で実施しました。(出
席者25名)

【介護長寿課】
民生委員の協力により実施している「高
齢者実態調査」を中心に実態把握に努め
る。

【地域コミュニティ課】
国際交流協会と連携し、日本語教室や各
種イベントを開催し、相互協力を図って
いる。国際交流協会の事務局として、茨
城県国際交流協会主催令和７年度国際交
流・協力ネットワーク会議（７月２４日
（木））に１名、市町村国際交流推進組
織連絡会議（１月２０日（火））に参加
し、外国の方への支援に必要な情報を収
集した

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【社会福祉課】
構築した体制を基盤に、今後は
相談事業所の連絡会にて、困難
事例を想定したケース検討会等
を重ね、多職種連携の実効性を
高める。また、手話研修の継
続・発展や窓口での実践運用を
進め、さらなる理解醸成と障害
を理由とする差別の解消を強力
に推進していく。

【介護長寿課】
引き続き、民生委員の協力のも
と実態調査を実施し、高齢者の
困りごとなどの実態を把握し、
市担当課や包括支援センター、
事業所等と連携し、相談内容の
早期解決に努める。

【地域コミュニティ課】
国際交流協会と連携しつつ、外
国の方との相互協力を図る。多
様性に配慮した、情報提供に努
める。

社会福祉課
介護長寿課

地域コミュニティ課
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3 ライフサイクルを通じた
男女の健康支援

□男女のライフステージに応
じた健康支援（学童・思春
期、成年期、更年期、老年
期）
□妊娠・子育て等に必要な情
報提供

①子育て期にある母親自身の健康への意
識づけとして、簡易骨密度検査を実施
し、ライフコースアプローチの観点も踏
まえた健康支援に努めた。
②安心して出産・子育てができるよう妊
娠届出時に全妊婦180件と面談し、訪
問、育児相談等で子育て期にわたり相談
を行った。育児相談延べ102件。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

①子育て期にある父母の健康に
対する意識づけを継続して行っ
ていく。
②安心して出産・子育てできる
よう、専門職の相談支援体制を
整えていく。

健康増進課
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４ セクシャルハラスメント
の防止

□セクシュアルハラスメント
の防止対策の推進
□相談窓口の情報提供

茨城県からの通知やポスターを各庁舎や
コミュニティセンターに掲示するなど、
周知を図った。令和7年度のセクシャル
ハラスメントに関する相談件数は0件で
あったが、緊急性の高い事案であれば、
茨城労働局等の専門機関へすぐに繋ぐこ
とができるように情報収集に努めた。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

関係各課と連携しつつ、広報誌
等の媒体を利用し、市民や企業
に対して、周知を図っていく。

地域コミュニティ課

施策３　地域防災における女性の参画推進

№ 事業項目 （Do）取り組み内容 （Check）評価 （Action）改善等 担当課

消防総務課
警防課

危機管理課

【消防総務課】
〇わかぐり保育所にて寸劇を含めた防災
教室を実施（6名）　〇下稲吉中学校に
て寸劇を含めた防災教室を実施（5人）
〇やまゆり保育所にて寸劇を含めた防災
教室を実施　〇火災予防運動期間中
（秋・春）に巡回広報を実施を実施（計
21名）

【警防課】
各行事、イベント等に参加し、住宅用火
災警報器設置推進広報活動を実施。ま
た、春季・秋季全国火災予防運動期間中
に広報物品、パンフレット等の街頭配布
を実施し、火災予防PRを進めている。
〇10月21日、視察研修を実施し、防火
防災の意識向上に努める。参加者17名
〇11月3日、かすみがうら祭りに伴う防
火広報活動.
　参加者5名　配布物 エコたわし・コー
スター・ティッシュペーパー各  ５０個
〇11月8日、秋季火災予防運動に伴う街
頭配布
　(セイミヤ)　(ウエルシア）参加者8名
　配布物　コースター・ティッシュペー
パー各１００個
〇3月7日、春季火災予防運動に伴う街
頭配布
　(セイミヤ)　（ウエルシア）参加者7
名
　配布物　コースター・ティッシュペー
パー各１００個

【環境防災課】
②避難所運営マニュアルについては、庁
内の避難所施設担当課に対して、災害対
応力を強化する女性の視点～男女共同参
画の視点からの防災・復興ガイドライン
等を活用するよう周知を図った。
⑤◆水害から命を守るための避難訓練
（令和7年6月29日）
　・霞ヶ浦コミュニティセンター
　　避難訓練参加者62名（うち女性20
名）
　　ほか訓練協力者数54名
　　合計131名
⑤◆総合防災訓練（令和7年11月30
日）
　・下稲吉中学校
　　参加者660名
　　女性消防団・防災士・事務局ほか
120名
　　合計780名
　　女性参加団体：民生委員児童委員、
女性消防団、日本赤十字社茨城県支部
霞ヶ浦地区奉仕団など

1 防災活動への女性の参画
拡大

□女性消防団員による防災活
動の促進
□防災現場における女性の参
画拡大
□ガイドラインの活用の徹底
□各種行事・イベントへの参
加を通した普及啓発活動の実
施
□防災訓練への女性の参加拡
大
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１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【消防総務課】
取り組み内容以外にも、積極的
な広報活動や女性消防団の活性
化大会、消防学校等の入校など
多くの活動が出来た。今後は、
団員相互間の共通認識向上を目
標として、分担制における活動
ができるようにする。また、団
員は防災士を兼務している方も
いるため、    女性消防団業務と
防災士業務を識別したうえで、
災害時、訓練時、イベントなど
幅広く活躍できる環境をつくり
たい。

【警防課】
クラブ員の参加を募り、視察研
修や街頭配布を実施することに
より、防火クラブ員の意識向上
及び火災予防に繋げ、多くのク
ラブ員で実施することにより、
クラブ員の負担軽減を考慮す
る。

【環境防災課】
継続して、防災訓練等に多くの
女性団体や女性消防団、女性防
火・防災クラブなどの参加を促
進する。

15

【社会福祉課】
市HPや「市暮らしの便利帳」において
困窮支援対策事業及び相談窓口の情報提
供を実施。

【社会福祉課・社会福祉協議会共通】
生活困窮者自立支援制度に基づき、生活
困窮者に対して自立相談支援・家計改善
支援・就労準備支援等の各種支援事業を
実施した。また、関係機関と連携を図
り、困窮状態に応じた支援に取り組ん
だ。電話相談・連絡延べ991件、訪問・
同行支援延べ512件、面談延べ390
件、他機関との電話照会・協議延べ570
件

【子育て支援課】
令和7年8月に、ハローワークと連携し
た相談窓口を設置し、ひとり親家庭を対
象として、就労に関する情報提供や求職
活動に係る就業支援を行った。

共同親権制度及び養育費相談に関するパ
ンフレットを窓口へ設置し、養育費の確
保及び面会交流に関する制度案内を実施
した。

児童扶養手当現況届提出時において、ひ
とり親家庭を対象とした貸付相談及び資
格取得支援制度に関する案内文書を配布
し、経済的自立及び安定した就業につな
がる各種支援制度の周知を図った。

１ 生活困窮者やひとり親家
庭等への支援の充実

□生活困窮者へのきめ細かい
支援（就労支援者の自立支
援・生活支援）
□困窮者支援に係る情報提供
の強化
□ひとり親家庭等へのきめ細
かい支援（ワンストップ相談
など）
□困難を抱える若年女性への
支援充実
□貧困の連鎖を断ち切るため
の支援強化

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

社会福祉課
子育て支援課

社会福祉協議会

【社会福祉課】【社会福祉協議
会】
引き続き、関係機関とのネット
ワークづくりに努めるととも
に、対象世帯の生活状況に応じ
た支援計画の作成及び必要とす
るサービスの提供により「自立
の促進」に繋げていく。

【子育て支援課】
各種支援制度について、必要と
するひとり親家庭へ確実に情報
が届くよう、対象者の状況に応
じた効果的な周知方法及び案内
内容の充実を図る。
就労支援、養育費相談等につい
て、ハローワークをはじめとす
る関係機関との連携強化を図る
とともに、ひとり親家庭が相談
しやすい環境整備及び相談支援
体制の充実に努める必要があ
る。
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２ 防災における男女共同参
画の視点の強化

□防災会議への女性委員の登
用
□女性の視点を取り入れた防
災計画づくり

女性団体代表者や女性消防団、女性防火
クラブなどの代表者に防災会議の委員と
して委嘱している。
令和7年度：全委員28名うち女性委員3
名
（任期：令和6年9月1日～令和8年8月
31日）

基本目標：防災会議の委員に占める女性
割合の拡大を目指します 目標値（令和
10年度）：25.0%
令和7年度：10.7%

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

継続して女性の構成委員を考え
ていく。
防災会議に加え、かすみがうら
市防災士連絡協議会や、避難所
直行職員においても、女性の視
点が反映させられる場（会議や
訓練等）の提供を図っていく。

環境防災課

施策１　意識啓発・参画機会の充実

№ 事業項目 （Do）取り組み内容 （Check）評価 （Action）改善等 担当課
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１ 市民に向けた意識啓発活
動

□市民意識調査の実施と調査
結果の公表
□団体等との連携や女性人材
リストなどを活用した人材の
発掘
□多様なメディア・コンテン
ツを活用した情報提供
□男女共同参画等に関する相
談・支援体制等の強化
□計画の推進と

ホームページにて、「男女共同参画」各
種相談先を掲載し、情報提供するととも
に、相談者を関係機関へ適切につなげる
よう関係各課との連携に努めた。
男女共同参画講座の受講者に、第4次男
女共同参画計画書（冊子）を配付し、周
知を図った。
まちづくり出前講座として「男女共同参
画について」
令和7年度：申込件数 0件
男女共同参画推進事業として、「父と子
のクッキング講座」及び「パーソナルカ
ラー講座」を開催した。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

まちづくり出前講座における、
全体の申込件数は、11団体14
回385名であった。
市民の方に、男女共同参画に関
心を持ってもらえるよう、広報
誌やホームページ等を活用し、
周知の強化をすすめていく。

地域コミュニティ課

消防総務課
警防課

危機管理課

【消防総務課】
〇わかぐり保育所にて寸劇を含めた防災
教室を実施（6名）　〇下稲吉中学校に
て寸劇を含めた防災教室を実施（5人）
〇やまゆり保育所にて寸劇を含めた防災
教室を実施　〇火災予防運動期間中
（秋・春）に巡回広報を実施を実施（計
21名）

【警防課】
各行事、イベント等に参加し、住宅用火
災警報器設置推進広報活動を実施。ま
た、春季・秋季全国火災予防運動期間中
に広報物品、パンフレット等の街頭配布
を実施し、火災予防PRを進めている。
〇10月21日、視察研修を実施し、防火
防災の意識向上に努める。参加者17名
〇11月3日、かすみがうら祭りに伴う防
火広報活動.
　参加者5名　配布物 エコたわし・コー
スター・ティッシュペーパー各  ５０個
〇11月8日、秋季火災予防運動に伴う街
頭配布
　(セイミヤ)　(ウエルシア）参加者8名
　配布物　コースター・ティッシュペー
パー各１００個
〇3月7日、春季火災予防運動に伴う街
頭配布
　(セイミヤ)　（ウエルシア）参加者7
名
　配布物　コースター・ティッシュペー
パー各１００個

【環境防災課】
②避難所運営マニュアルについては、庁
内の避難所施設担当課に対して、災害対
応力を強化する女性の視点～男女共同参
画の視点からの防災・復興ガイドライン
等を活用するよう周知を図った。
⑤◆水害から命を守るための避難訓練
（令和7年6月29日）
　・霞ヶ浦コミュニティセンター
　　避難訓練参加者62名（うち女性20
名）
　　ほか訓練協力者数54名
　　合計131名
⑤◆総合防災訓練（令和7年11月30
日）
　・下稲吉中学校
　　参加者660名
　　女性消防団・防災士・事務局ほか
120名
　　合計780名
　　女性参加団体：民生委員児童委員、
女性消防団、日本赤十字社茨城県支部
霞ヶ浦地区奉仕団など

1 防災活動への女性の参画
拡大

□女性消防団員による防災活
動の促進
□防災現場における女性の参
画拡大
□ガイドラインの活用の徹底
□各種行事・イベントへの参
加を通した普及啓発活動の実
施
□防災訓練への女性の参加拡
大
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１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【消防総務課】
取り組み内容以外にも、積極的
な広報活動や女性消防団の活性
化大会、消防学校等の入校など
多くの活動が出来た。今後は、
団員相互間の共通認識向上を目
標として、分担制における活動
ができるようにする。また、団
員は防災士を兼務している方も
いるため、    女性消防団業務と
防災士業務を識別したうえで、
災害時、訓練時、イベントなど
幅広く活躍できる環境をつくり
たい。

【警防課】
クラブ員の参加を募り、視察研
修や街頭配布を実施することに
より、防火クラブ員の意識向上
及び火災予防に繋げ、多くのク
ラブ員で実施することにより、
クラブ員の負担軽減を考慮す
る。

【環境防災課】
継続して、防災訓練等に多くの
女性団体や女性消防団、女性防
火・防災クラブなどの参加を促
進する。

基本目標３ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備
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２ 世代やターゲットに応じ
た意識改革のための講座等の
開催

□男性の参加を促進する教室
の開催（料理教室・介護教室
等）
□妊婦教室・乳幼児健診にお
ける父親の参加の推進
□児童生徒を対象とした男女
共同参画に関する講座やセミ
ナーの開催
□男女共同参画に関するセミ
ナーやイベントの定期的な開
催
□国・県のセミナー等の紹介

【地域コミュニティ課】
男女共同参画講座として、「父と子の
クッキング講座」を令和7年10月19日
（日）に下稲吉コミュニティセンターに
て開催。親子のコミュニケーションを図
りながら、育児家事における男女共同参
画の必要性や知識を学んだ。

【介護長寿課】
介護教室やシルバーリハビリ体操教室の
実施に対し、男性女性にかかわらず参加
しやすく、固定的な役割分担にとらわれ
るおことのない意識づくりにも努めてい
く。

【健康増進課】
両親学級年6回のうち、父親も参加しや
すいよう、日曜日の教室を4回実施し
た。両親学級参加者母33名、父32名の
参加があった。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【地域コミュニティ課】
家事や介護における男性の参加
を促進する講座を企画し、男女
共同参画の必要性を伝えてい
く。参加者を増やしていけるよ
う、周知方法を検討する。

【介護長寿課】
市民からの人気は高いため、参
加者に対し、介護教室等の実施
する際に、様々な偏見や固定的
な性別役割分担意識の解消に努
められるようなプログラム構成
を検討していく。

【健康増進課】
妊娠、出産、子育ては夫婦の問
題であることとして、リーフ
レット等での意識啓発に努め
る。

地域コミュニティ課
介護長寿課
健康増進課
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３ 庁内における推進体制の
強化

□庁内推進体制の充実
□ジェンダー主流化の視点に
立った施策立案の推進
□定期的な職員研修の実施

【地域コミュニティ課】
秘書人事課と連携して、研修を実施。

【秘書人事課】
令和7年度において、新たに管理職と
なった職員に対して研修を実施し、市の
政策決定過程やあらゆるレベルの政策及
びシステムをジェンダー平等にすること
を目指し、取組や事業等の立案時におい
てジェンダーの主流化を図るよう進めて
いく。
（女性管理職参加者　3名）

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【地域コミュニティ課】
【秘書人事課】
定期的に各階層に応じた職員研
修を実施し、市職員に意識啓発
を行う中で、男女共同参画社会
を推進する体制強化を継続して
いく。

地域コミュニティ課
秘書人事課

施策２　教育・学習機会の充実

№ 事業項目 （Do）取り組み内容 （Check）評価 （Action）改善等 担当課
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１ 子どもの頃からの男女共
同参画の視点に立った教育・
学習機会の充実

□学校教育を通じた人権教育
の推進
□人権教育に関する内容・指
導の充実
□児童生徒の道徳性の育成
□自らの意思で進路を選択す
る能力・態度を身に付けるた
めの進路指導の推進
□教職員の意識改革と指導的
地位における女性の参画拡大

　人権教育については、県の指導資料を
活用した研修を各学校で実施し、国が作
成した教材を各学校で積極的に活用し
た。（参加人数：215人）　各学校の人
権教育担当教師向けの研修会を8月に実
施した。（参加人数：9人）
　ＧＡＰいばらき（いじめ防止プログラ
ム）による体験型研修及びスクールロイ
ヤー（弁護士）によるいじめ防止授業を
5月～7月に実施した。（参加人数　Ｃ
ＡＰいばらき：児童生徒228人、保護者
15人、教職員17人　いじめ防止授業：
児童生徒297人、教職員15人）
　子どもミライ学習の一環として、6年
生を対象に地元で働く方などを講師とし
た出前授業を1月から2月にかけて実施
した。（対象クラス数：10クラス）
　各学校における省令主任等（教務主
任・学年主任・進路指導主事・生徒指導
主事など）は、性別ではなくキャリアや
能力等を踏まえて適材適所で決定し、働
き方改革やキャリア形成を推進した。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

　時代の変化に応じた人権教育
のさらなる充実を図る。
　いじめ防止に関する研修や授
業の継続のほか、ＩＣＴ機器等
も効果的に活用し、教育相談の
充実やいじめの早期発見・早期
解決に努める。
　子どもミライ学習やキャリア
教育推進事業を活用した職場体
験などを通じて、子ども達が自
らの社会貢献の在り方や職業観
について考える機会となる教育
を継続推進する。
　校務ＤＸ化も生かし、引き続
き教職員の意識改革や働き方改
革の推進等を図る。

学校教育課
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２ 多様な選択を可能にする
教育・学習の充実

□男女共同参画の視点に立っ
た講座等の開催
□まちづくり出前講座の開催

男女共同参画講座として、①「パーソナ
ルカラー講座」を１１月８日（土）に下
稲吉コミュニティセンターにて開催。参
加者１１名。定員１０名のところ多くの
申し込みをいただき、アンケートでは、
「自分に自信がもてた」などの前向きな
意見が多々みられた。②「父と子のクッ
キング講座」を１０月１９日（日）に下
稲吉コミュニティセンターにて開催。参
加者３組（６名）。
※申込方法は、電話とQRコードとし、
市民の方が利用しやすい方法を提示し
た。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

男女共同参画講座は、年２回開
催しているが、今年度の「父と
子のクッキング講座」は、参加
者が定員より少なかった。茨城
県ぽらりす等の情報を活用し、
市民の関心に沿った講座を企画
する。

地域コミュニティ課

施策３　人権尊重・国際的協調の推進

№ 事業項目 （Do）取り組み内容 （Check）評価 （Action）改善等 担当課
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２ 国際的な潮流を受けた取
組の推進

□SDGs（ゴール５）の達成
を目指した取組の推進（講座
や広報誌での啓発等）
□ジェンダー・ギャップの解
消を目指した取組の推進（広
報誌での啓発等、庁内での女
性参画推進の働きかけなど）

【地域コミュニティ課】
SDGsゴール5「ジェンダー平等を実現
しよう」について、男女共同参画講座を
企画。父と子のクッキング講座では、男
性の育児家事への参画を促した。また、
パーソナルカラー講座では、女性の次の
チャレンジにつなげることを目的とし
て、企画。パーソナルカラー講座は、定
員を超える申込みがあった。

【秘書人事課】
令和7年度において、新たに管理職と
なった職員に対して研修を実施し、市の
政策決定過程やあらゆるレベルの政策及
びシステムをジェンダー平等にすること
を目指し、取組や事業等の立案時におい
てジェンダーの主流化を図るよう進めて
いく。
（女性管理職参加者　3名）

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【地域コミュニティ課】
SDGｓについて、市民の方の理
解を深めるため、ホームページ
や広報誌等を利用して、情報発
信し、広く周知を図る。

【秘書人事課】
定期的に各階層に応じた職員研
修を実施し、市職員に意識啓発
を行う中で、男女共同参画社会
を推進する体制強化を継続して
いく。

地域コミュニティ課
秘書人事課
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【生涯学習課】
〇家庭教育学級
内容：親子人権教室・講演会など
場所：市内幼児教育5施設、小学校4
校、義務教育学校（前期）1校、中学校
2校
対象：幼児・児童生徒の保護者
回数：年１回　実績：598名
内訳：幼児教育施設　275名、小学校
223名、義務教育学校（前期）36名、
中学校64名
〇高齢者大学
市人権擁護委員による人権教室をリーフ
レット、教材DVD、啓発グッズを用い
て実施し身近で起きている詐欺事件や人
権問題について学べる機会を提供した。
講座：「もっと知ろう身近な人権」
内容：「いじめと戦おう」「身近で起き
ている特殊詐欺事件の現状と対策」「高
齢者の人権を考える」
日時：令和7年8月6日（水）
場所：地域福祉センター　やまゆり館
受講者：48名

【地域コミュニティ課】
〇外国人への支援
かすみがうら市国際交流協会と連携し、
日本語教室を年43回実施。また、交流
の機会として、各種イベントを企画。た
けのこ堀り＆バーベキュー 令和7年4月
20日 15名参加、千葉県立房総のむら
バスツアー 令和7年5月25日（日） 17
名参加。横浜バスツアー 令和7年9月
27日（土） 36名参加、バーベキュー
パーティー 令和7年11月9日（日）21
名参加、クリスマスパーティー 令和7年
12月14日（日）43名参加、東京バス
ツアー 令和8年1月17日（土）40名参
加、横須賀バスツアー 令和8年3月7日
（土）35名参加
〇性的マイノリティ、多様性の周知活動
として、県ダイバーシティのポスターや
チラシを掲示。また、令和7年度より、
結婚新生活支援事業にパートナーシップ
宣言をした方も対象とし、制度の拡充に
努めた。

１.計画以上
２.計画どおり
３.やや遅れている
４.非常に遅れている
５.未着手
６.その他（　　　　　）

【生涯学習課】
〇家庭教育学級
市内幼児教育7施設、小学校4
校、中学校2校、義務教育学校
（前期・後期）における幼児・
児童生徒の保護者を対象に親子
人権教室や講演会を年１回実
施。
内容：
・外国籍の児童生徒は年々増加
しており、教育現場では言語や
文化の違いを越えたきめ細やか
な対応が急務となっており、人
種や国籍による差別など「外国
人の人権」をテーマの一つとし
て取り入れるよう努めます。
〇高齢者大学
日時：令和8年6月
場所：ウエルネスプラザ
定員：50名（65才以上）
内容
・多様な国籍や文化を背景とす
る人たちとの共生社会を向かえ
ることに鑑み、「外国人の人
権」をテーマの一つとして取り
入れるよう努めます。

【地域コミュニティ課】
引き続き、国際交流協会と連携
し、外国人市民に対し、各種支
援を行う。
また、新婚新生活支援事業にお
ける変更についても、チラシや
ホームページ等により、広く周
知をする。

生涯学習課
地域コミュニティ課

１ 人権の尊重と多文化共
生・国際交流の推進

□子育て世代等を対象とした
人権意識の啓発
□高齢者を対象とした人権意
識の啓発
□外国人市民に対する交流機
会や情報提供
□いばらきダイバーシティ宣
言への登録促進
□多様な性の在り方への理解
促進と情報提供


